
　

視点１ 視点２ 視点３

　

○文章の仕組みや意味を正しく理解す
　るために必要な「基礎的な読む力」
　を測るテストを第６学年児童で実施
　し、その結果を踏まえたイメージ同
　定など６つの分類に着目して指導方
　法を工夫・改善する。
○児童に語彙力を付けるため、授業の
　中で意味理解が十分でない語句につ
　いて適宜確認するとともに、読書を
　奨励して文字に触れる機会を増や
　す。

○各教科等との関連を図り、体験や交流
を中心とした活動や協働的な学習を通し
て、児童の社会性や思考力・判断力・表
現力を養う。
○茶道、生け花、落語など、日本の伝統
文化を体験する学習を行い、その素晴ら
しさを感じ取らせるとともに、「伝統文
化とは？」「伝統文化を繋いでいくに
は？」など探究的な課題について考えさ
せていく。

〇電子黒板、タブレットＰＣ等のＩＣ
　Ｔ機器を授業で積極的に活用した
　り、学習内容などを配信したりする
　など、個々の児童の学びを保障する
　と同時に、授業改善や児童のＩＣＴ
　活用能力の向上を図る。
〇問題解決的な学習や協働学習などを
　通して、「主体的・対話的で深い学
　び」を進め、自ら調べて考え、表現
　する力を伸ばすとともに、自分の考
　えをもち、伝えながら他人の考えを
　傾聴する児童の育成を図る。

○各教科の授業において「質の高いめあ
ての提示」→「自力解決」→「対話的な
学び」→「振り返り」という学習の流れ
を定着させる。
〇「振り返り」は各自にとってのポート
フォリオとなるようにしていく。

○基礎的読解力の６分類等の明確な視点
をもって教科書等を読み取る場面を設定
する。INPUT→THINK→OUTPUTが授業の中
に設定する。特に子どもが主体的に
OUTPUTする場面を設定する。

○各教科等の学びを総合的な学習の時
間につなげられるようにする。

■いたばし学び支援プラン２０２５の実現に向けた具体的な取組

小中一貫教育の推進
板橋のiカリキュラムの活用

カリキュラム・マネジメントの推進
ICT環境の適切な維持と活用

個別最適な学び・協働的な学びの実現

■学校経営方針より（学力向上に関わる内容から）

〇本年度は「読み解く力」はもとより「主体的・対話的で深い学び」にシフトしていく。
〇MIMを通常学級でも取り入れ、RST（リーディング・スキル・テスト）も実施し、児童・生徒の「読み解く力」の向上
を図っていく。板橋区授業スタンダードを実践し、学習のねらい・めあての提示による学習課題の把握と振り返りによ
る学習内容の定着を図る。さらに、意見交流や少人数での話し合いをすべての教科で取り入れる。
〇「コミュニケーション力」を高めることで、自己肯定感につなげていく。そのために発言、発表の機会を多く設定す
ることと、自分の考えをしっかりともたせるために、書くことをより多く経験させていく。「話すこと」「聞くこと」
「書くこと」の3つに自信がもてるようになれば、自己肯定感が高まる。
　①すべての学年で音読を継続指導。
　②すべての授業で意見交流の時間の設定、適宜小グループによる話し合いを設定。
　③あらゆる場面で書く活動の設定。（GIGAだからこそ）
〇指導したことは必ず評価する。先生に認められることは自己肯定感をより高め、丁寧な指導と丁寧な評価は児童の学
力を必ず高める。あらゆる場面でたくさん評価をしていく。

■授業革新推進に向けての具体的な方策

板橋区授業スタンダードの徹底 読み解く力の育成 総合的な学習の時間との連携

令和５年度「授業改善推進プラン」（全体計画）

■児童・生徒の学力の状況
■授業革新推進に向けた、指導上の課題
※「読み解く力」の育成を踏まえて

○学習に真面目に取り組む児童が多いが、基礎的・基
本的内容の定着に差があり、互いに考えを話したり、
伝え合ったりする活動でも、個人差が大きい。
○本年度の「全国学力・学習状況調査」や校内で実施
した実態調査の結果から、国語の読むこと、思考・判
断・表現の領域において、更に定着を図っていく必要
がある。また、文章を読み取る力に課題があり、個別
に支援の必要な児童も見られる。

○協働的な学習に取り組んでいるが、自分の考えに自
信をもてない児童もおり、全体での話合い活動が十分
にできないことがある。
○文章などで自分の考えをきちんと表現できない児童
がいるため、書かせる活動を充実していく必要があ
る。
○タブレットPC等のＩＣＴ機器を活用しているが、さ
らに機能を活用した授業ができるよう、教員の研修と
実践を深めていく必要がある。
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